
仔犬を引き取る時期

　社会化の項でもお話しましたように、母親や兄弟と

十分に絆を形成し、しかも今後人間と絆を形成するた

めに最も良い時期と う意味では、仔犬を親から離し

て新しい飼い主の家へ連れていく時期は生後７~８週

令が良いとされています。

　ペットショップなどで販売されている犬ではどうし

てもこれより早い時期に仔犬を母親から早くに引き離

さざるをえないようです。少しでも小さい方がかわい

いと人気があるため、買ってもらうためには小さくな

ければなりません。またすぐに売れなければ大きく

なってしまいますし、もともとの飼い主であるブリー

ダーさんからいくつかの業者を経て新しい飼い主さん

のもとに飼われるまでには何日もかかる場合もありま

す。このような理由から仔犬は母親や兄弟と充分なふ

れあいの時間をもたないまま、生まれた場所を離れる

ことになります。

　その結果仔犬はとても精神的に不安定になったり、

環境の変化によるストレスから病気になってしまうこ

ともあります。そして犬でありながら犬とうまくつき

合えない犬になってしまうことにもなるのです。

　特に私が心配なのは最 ブームの大型犬では離乳し

てまだ間もない５週令位で売り買いされている場合が

少なくないことです。おそらく大型犬では成 が早い

ため、 く手元に置くとその分のコストや労力が余分

にかかりますし、大きくなれば商品価値が下がってし

まうため少しでも早くという事なのでしょう。しかし

なりは大きくてもやはり仔犬です。確かに体が大けれ

ば病気になったときにはがんばれますが、精神的に不

安定な犬になって将来問題行動を こす事になれば体

が大きい分深刻な問題になる可能性があります。

　ほんの２~３週間と思われるかもしれませんが仔犬

にとっては母親に甘えて安心しきって過ごすことので

きる大切な時期です。しかもこのあいだに母犬や兄弟

たちとの社会的交流を通して同種の動物である犬との

つきあい方を学ぶ時期でもあります。

　仔犬を引き取る時期についてもブリーダーさんとよ

く相談して、その間のコストを支払ってでも７~８週

令までは母犬のそばで過ごさせてあげることをおすす

めします。

このペーパーは株ペット・ベット社が提供する

P E T  L O V E R S '  F O R UM（h t t p : / / w ww . p e t - v e t . o r . j p )で、

もみの木動物病院　村田香織先生が提供されたものを一 改編して作成してお

ります。                                                                                    
　イラスト著作：くぼじょうこ

Copyright (C) 2001　Tatsuya Fukuyama DVM , AFP IKI ISLAND VETERINARY CLINIC.
Tel 0920-47-6767  Fax 0920-47-0350  e-mail: foffice@bronze.ocn.ne.jp
http://www.ikikoku.com/pet.html

このペーパーは下記当院のインターネットホームページで２４時間無料で取り出せます。また、ホームページには他にも様々な情報が掲載してありますので、ぜひご覧ください。


